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1はじめに
　当病棟では、これまでの研究において根治的前立腺
摘除術後の合併症として尿失禁が70％に発生してお
り、骨盤底筋体操がその改善に効果があるという結果
が得られている。また、早期に骨盤底筋群の強化をは
かるためなどの理由から、手術前に骨盤底筋体操を開
始した方が良いのではないか、という考えを持ってお
り、大橋1）も「骨盤底筋体操は術前に指導するのがよ
い」と言っている。しかし現状は、主治医からの手術説
明が手術直前であることが多く、術前に看護師から尿
失禁、骨盤底筋体操の説明をするのが困難な場合が多
かった。そのため、これまで骨盤底筋体操は手術後に
指導・実施してきた。
　現在、術式の変化（膀胱頸部温存術）に伴い退院時に
おける尿失禁量は減少傾向にあるが、「尿失禁はいつ
まで続くのか？」という不安の訴えは変わらず聞かれ
ている。
　そこで今回、骨盤底筋体操を術前に指導・実施する
ことで、術後に骨盤底筋体操を再開することがスムー
ズになり、「尿失禁は自ら対処・軽減できる」という期
待をもって日常生活を送ることができるのではない
か、という仮説を立てた。それをもとに術前から骨盤
底筋体操を指導・実施し、尿失禁に対する入院時・退
院時の思いについて質問紙調査法を用いて調査を行っ
た。
　施表に記入する
3）術後、膀胱内留置カテーテル抜去後より骨盤底筋
　体操を再開する
4）退院時に無記名式質問紙（膀胱内留置カテーテル
　抜去後・退院時の尿失禁の有無や気持ち、骨盤底
　筋体操の効果への期待度等について12項目）を用
　い調査を実施する
］v結果
〔入院時アンケート〕
1．回耳適応　　100％
2．結果
　　1）術後の尿失禁の出現について知っていたのは
　　　14名（図1参照　複数回答）、知らなかったのは
　　　1名だった。
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皿研究方法
1．対象　研究の意図を文章で説明し同意が得られた
　　　　根治的前立腺摘除術予定の男性患者　15名
　　　　年齢59～76歳（平均69．7歳）
2．期間　平成15年7月17日目11月6日
3．方法
！）入院翌日に無記名式質問紙（術後尿失禁・骨盤底
　筋体操に対しての知識・気持ちについて10項目）
　を用い調査を実施する
2）入院翌日より骨盤底筋体操の指導（3年目看護師5
　名が実施）、手術前日まで体操の実施（10回を1セッ
　　トとし、1日3セット実施）・患者が骨盤底筋体操実
2）術後、尿失禁が出現するとしたら心配はある
　か、という問いには「ある」が13名、「ない」が2
　名、「分からない」と答えた人はいなかった。
　　「ある」と答えた中で、その内容については図
　2の結果であった。術後尿失禁の出現する可能
　性は84％、尿失禁量は77％、尿失禁が続く期間
　は84％、尿失禁への対応は77％の人が「とても
　心配である」「心配である」と答えている。
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図2一①術後尿失禁が出現する可能性について
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図2一②術後の尿失禁量について
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4）手術後の尿失禁を予防・軽減するための骨盤
　底筋体操を知っていたか、という問いに対して
　は、「名前・体操方法を知っていた」が2名、「名
　前だけ知っていた」が3名、「全く知らなかった」
　が10名であった。（図4参照）
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図2一③術後尿失禁が続く期間について
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図4　入院時骨盤底筋体操の知識
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図2一④術後尿失禁への対応について
3）手術後、尿失禁出現の可能性があることを聞い
　ての現在の気持ちについては、「仕方ない、何
　とかなるだろう」がll名、「戸惑っている」が4
　名、「情けない」が4名、「どうしたらよいかわか
　らない」が3名、その他として「入院中に尿もれ
　を予防したい」が1名だった。（図3参照、複数
　回答）
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　　5）入院時に、今後骨盤底筋体操を実施してみたい
　　　と全員が答えた。
3．手術前の骨盤底筋体操の実施状況
　ほぼ全員が指導したとおりに実施していた。
〔退院時アンケート〕
1．回収率　100％
2．結果
　　1）手術後、膀胱内留置カテーテルを抜去した直後
　　　に尿失禁があった人が13名、なかった人が2名
　　　であった。
　　　①尿失禁があると答えた人で、尿失禁が出現し
　　　　た時の気持ちは「早く良くなりたい」が8名
　　　　であった。（図5参照）
　　　②膀胱内留置カテーテル抜去直後の尿失禁量
　　　　について、「多い」が6名、「少ない」が7名、「分
　　　　からない」はいなかった。
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図5　膀胱内留置カテーテル抜去直後尿失禁がある人の気持ち
図3　術後尿失禁があると知った時の気持ち
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2）退院時に、尿失禁があった人が10名、なかった
　人が5名であった。
　①尿失禁があると答えた人で、現在の気持ちは
　　「早く良くなりたい」は6名であった。（図6参
　　照）
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図6　退院時に尿失禁がある人の気持ち
②退院時において、尿失禁量が「多い」が5名、
　「少ない」が4名、「分からない」が1名であっ
　た。（図7参照）
人数（人）
8
7
6
5
4
3
2
ユ
。
　　　手　　　婆
　　　を
　　　良　　　奮
　　　た
ひ
♂
萬　憲　擁　象　8
毒　ぞ　k　婆　他
蓼　竃　お　そ
　　　　　　　　　V．i
わからない（1人）
　10v／o
多い
5α％（5人）
　　　図8　手術を受けての気持ち
5）術前から骨盤底筋体操を開始したことについ
　ては「ちょうど良かった」が5名、「遅かった」が
　3名、「分からない」が7名、「早すぎた」はいな
　かった。（図9参照）
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3）手術後、骨盤底筋体操を開始した時に困ったこ
　とについて8名が「特になし」と答えたが、その
　他「傷が痛く、体操をできない時期があった、
　苦労した」や、「疲れる」という意見もあった。
4）手術を受けての気持ちについては、「手術を受
　けて良かった」が8名、「前向きである」が2名、
　「戸惑っている」が1名、「後悔している」が1名
　その他の答えとして「やむをえない」「今後、ど
　のようなことが起こるか心配」「男性機能の喪
　失に寂しさを感じる」などがあった。（図8参照）
　　　　図9　体操の開始時期について
　6）骨盤底筋体操を行って尿失禁が改善するとい
　　　う期待が持てたか、という質問に対しては「は
　　　い」が9名、「分からない」が6名、「いいえ」と答
　　　えた人はいなかった。
　7）退院後も骨盤底筋体操を続けると全員が答え
　　　た。
　　　その理由としては、「体操の効果があったので
　　　続けていきたいと思う」が5名、「まだ体操の効
　　　果はないが、効果があると思うので続けていこ
　　　うと思う」が10名であった。
　8）退院時における尿失禁のイメージは、「情けな
　　　い」「悲しい」「憂欝」「気持ち悪い」などであっ
　　　た。他に「体操を続けます」「皆さんに感謝して
　　　います」などの回答があった。
3．手術後の骨盤底筋体操の実施状況
　一部、創痛等により開始が遅れた人もいたが殆ど
　が説明どおり体操を実施していた。
V考察
　入院時には、術後の尿失禁出現について殆どの人が
知っていた。尿失禁の出現に対しては、戸惑っている、
情けない、どうしたらいいかわからない、という意見
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があった。その一方で多数が仕方ない、何とかなると
答えており、それは尿失禁を実際に体験していないた
め尿失禁が起こるという実感がわいていないのではな
いかと考える。また、尿失禁に対する心配の程度は確
率、量、期間、対応それぞれが「とても心配である」「心
配である」と答えた人が8割と多かった。この結果から、
今後は確率、量、期間、対応について詳しい情報を提供
していく必要があると考える。
　骨盤底筋体操について殆どの人が知識を持っていな
いが、全員が術前から骨盤底筋体操（以下体操と略す）
を実施したいと答えており、術後の尿失禁を自らの力
で最小限にしたいという積極的な意志がみられる。こ
のことから、患者はこの時期、体操を受け入れやすい
状態であると言える。膀胱内留置カテーテル抜去後
87％に尿失禁が出現し、何とかなるだろうという意見
は減少し、早くよくなりたいという意見が多数聞かれ
た。さらに情けない、信じられないという悲嘆や衝撃
を表している人もいた。これは尿失禁を実際に体験し
たことから、尿失禁を現実のものとして受け止めてい
るのではないかと考える。このことから体操を受け入
れやすいと思われる術前に体操を指導・実施すること
がより効果的なのではないかと考える。退院時には尿
失禁量は減少しているが、尿失禁に対する気持ちは膀
胱内留置カテーテル抜去後と変化はなかった。手術後
の体操は、創痛や疲労等の身体的理由により再開しに
くいという意見もあったが殆どの人が体操を実施して
おり、体操そのものについての戸惑いはみられず再開
はスムーズであった。手術を受けての思いについては、
終わったことによる安堵感によるものか手術をしてよ
かったという意見が半数を占めた。また、戸惑いや後
悔を表す意見もあった。その内容については調査して
いないが、その一つに尿失禁も含まれているのではな
いかと推測する。
　退院時の尿失禁量により体操開始時期についての意
見にはばらつきがあった。その中で尿失禁量が多かっ
たと答えた3名が体操の開始時期について「遅かった」
と答えている。この結果から、手術が決定した時点、つ
まり外来で体操の指導を行っていくことが必要ではな
いかと考える。また全員が退院後も体操を続けていき
たいと考えており、体操の効果に期待していることが
分かる。
　以上より尿失禁が患者にとって精神的苦痛であるこ
と、術前から体操を指導・実施することで術後の再開
がスムーズだったこと、体操は患者にとって自らでき
る対処行動であり、全員が尿失禁改善に期待を持って
いることが分かった。また術後尿失禁の出現について、
医師からの説明以外にも自ら様／“な手段で情報を得て
おり、疾患や治療に高い関心を持っている患者が多い
ことが分かった。そのような患者のニーズに答え、よ
り早く多くの情報を提供することは重要であると考え
る。今後は医師と連携を図り、手術が決定した時点で、
尿失禁に対するより詳細なインフォームドコンセント
を行ってもらい、さらに外来看護師にも協力を得て、
早期から術後尿失禁に対する不安の軽減に努めていく
ことが必要だと考える。
　今回の研究では、アンケート内容に不明瞭な箇所が
あり、尿失禁に対するイメージについては期待する回
答が得られなかった。また対象が限られていたこと、
入院中のみの調査であったことより結果に限界があっ
た。今後は質問内容を再検討し、対象を増やし退院後
も追跡調査を行い、さらに尿失禁量についての客観的
データを合わせて経過を追っていくことが課題であ
る。
v［結論
1．骨盤底筋体操が尿失禁改善に効果があるという期
　待を持てた人は半数を超え、それ以外の人は分か
　らないと答えていたが、尿失禁は自ら対処・軽減
　できるという期待を持つことができたかは分から
　なかった。
2．体操の開始時期についての意見にはばらつきがあ
　つたが、全員が今後も骨盤底筋体操を続けていく
　と答えた。
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